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国際交流委員 川谷 文彦 

令和８年７月 20 日～25 日まで、モンゴル獣医師会との新たな協定

書を締結する為に佐藤会長をはじめとして荻野専務ご夫妻、坂田先生

ご夫妻、罇先生、私のカミさんも含めた総勢８名が、ベテラン通訳の

アルタントヤさんに引率されてモンゴル国を訪れました。新潟駅に 30

分前に着いていながら専務と話し込んでいるうちに、気がつくと背中

側の番線から予定していた新幹線が発車してしまい、乗り遅れるとい

う前代未聞の失態で幕を開けたモンゴル行ですが、なんとか後続列車

で皆と合流して無事にチンギスハーン国際空港へ到着することができ

ました(苦笑)。 

翌日には早速モンゴル生命科学大学での調印式を無事に終えました

が、2000 年前後に３年連続でモンゴルを襲った記録的な大寒波「ゾ

ド」により壊滅的な打撃を受けた畜産業界を支援する為に 25 年前に

「新潟基金」が設立され、以来支援が継続されながらもコロナ禍もあ

って今回は 10年振りの訪問となりました。支援金はその後モンゴルで

唯一の獣医学部の優秀な学生達の奨学金として使われて来ましたが、

「魚は沢山頂いた、今度は魚の捕り方を教えてほしい」というモンゴ

ルの諺を引用された要請により、新潟での研修生受け入れ事業が始ま

りました。以来 10年間、三条の坂田動物病院さんに受け入れて頂き、

多くの動物病院・動愛センター・アニマルセラピーの現場なども視察

した研修生は合計で延べ 13人となりました。前モンゴル獣医師会長の

バッソフさんは奨学金を受けたひとりでしたし、昨年に坂田動物病院で研修されたウルジーさんは

ロシアで勉強をしてモンゴルで最初に動物病院を開業した人ですが、今は小動物獣医師協会長を務

められています。

思い返してみると当時の首都ウランバートルには小動物病院は５軒ほどしかなく、どの病院も顕

微鏡をはじめとして検査機器はほとんど何もない状態でしたので「日本での研修が本当に役立つの

だろうか・・」と感じられたのですが、経済の発展とともに犬・猫を飼う家庭も増えて、今日では

25 軒もの動物病院があり、韓国からの援助で比較的大きなセンター病院も出来ていました。今回、

６軒の動物病院を視察しましたがそれぞれに顕微鏡はもちろん CBC・生化学などの各種血液検査器、

レントゲン、エコー、麻酔器などがある施設もあって、前回には無かった首都に林立する高層ビル

群の光景以上に驚きました。そして若い獣医師達が皆同じように「大きな借金をしてしまいました。



モンゴル動物病院の検査機器 
① 血液検査器 ② レントゲン ③ エコー ④ 麻酔器 

とても不安ですが一生懸命に前へ進むしかありません」と真剣に言っているのを聞いて、遠い昔の

開業したばかりの自分が重なりました。 

そもそもモンゴル唯一の獣医学部は産業動物が主体であって小動物の講座は無いのだそうです。

欧米の参考書を頼りにして文字通り手探り状態の診療をしていると言えるかもしれません。また、

検査機器はあるものの試薬類がなかなか手に入らなかったり、医薬品の供給が思うようにできない

とのことでした。自分達の努力だけではとても解決しない

問題であることは彼らも良くわかっているのか今回のモン

ゴル行では日本大使館・JICA・農業省・知事・市長などの

行政機関のトップへの表敬訪問が毎日あり「ちょっと多す

ぎないか・・」と内心思っていたのですが、国や行政に対

する働きかけを続けて行くことによって少しでもシステム

を改善し、自分達の仕事を発展させて行くことで、支援し

てくれている新潟の人達に対する恩返しにもなると彼らが

思っていることが分かり得心が行きました。 

スケジュールも最終日を迎え、ウランバートルから 200ｋｍ以上離れたダルハン市に向かって大平

原を４時間余り走り抜け、キャンプ場のゲルに着いた時には皆かなり疲労していたと思いましたが、

草原の中で地元の獣医師達から新鮮な羊肉をはじめ、心のこもったもてなしを受けました。ウラン

バートルでの歓迎会以来、毎日美味しいご馳走を出して頂き、経済格差もまだまだあるはずなのに

モンゴル獣医師会の皆さん方には本当に恐縮しました。 

10 年前にゲルで見た空と草だけで出来ているような景色や手の届きそうな満天の星空はあいにく

の天候で残念ながら今回見ることができませんでしたが、翌日の朝には最後の表敬訪問先であるダ

ルハン副知事のボード氏にお会いする為に人気ドラマ「VIVANT」（私は観ていないが・・）のロケ

地を横目で眺めながら移動しました。 

すべての行程を終えた送別会の席で、一人ひとり感想を述べた中で、「検査機器も少しずつ揃え

ているが、まだまだ我々の中身は空っぽです。もっともっと沢山の知識や技術を教えてもらいたい。

助けてください」と真摯に言う若い彼らの言葉に胸を打たれました。 

犬の登録頭数が減り続けている現在、財政的にも新潟基金にはいろいろなご意見もあるのかと思

います。しかし今、まさに開花期を迎えようとしているモンゴルの小動物臨床の分野にたくさんの

花が咲けるように、もう暫くの支援を続けて頂きたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 


